
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美東総合支所庁舎等複合施設に関する 

市民ワークショップニュース 

 

No.５ 
2022.9.26 

第５回市民ワークショップを開催しました 

美東総合支所庁舎等複合施設の整備に向け、ワークショップの開催をはじめ住民の皆さんとともに

検討を重ね、令和２年１月に基本設計を策定しました。 

昨年度に引き続き、今年度の市民ワークショップでは、「交通・買物・通院」「子ども・子育て」「施設・情

報・災害・ICT」の３つのテーマについて、話し合いを深めています。 

◆第５回（８月３０日）の様子 

※ワークショップとは、グループに分かれて意見やア
イデアを出し合い、考えをまとめていく話し合いの
手法のことです。 

第５回目となった今回のワークショップでは、検討課題が残っていた２つのテーマ「交通」「子ども・子

育て」に絞り、２グループに分かれて話し合いました。 

「交通」では新複合施設周辺の公共交通機関の運行について、「子ども・子育て」では大田保育園の

移転先について、参加者同士で活発な意見を出し合いながら、具体案を練っていきました。 

次回第６回は最終回となります。たくさんの皆さんのご参加をお待ちしています。 

 

「交通・買物・通院」部会 「子ども・子育て」部会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆グループワークでの話し合いの内容 

バスセンターを起点とし、外周ルート及び中心部を通るルートが必要と考え、以下のような案を作った。 

①外周ルート（時計回り、反時計回り） 

  【停留所】総合支所（新複合施設）、美東病院、サイサイみとう、ナフコ、イワちゃん、セブンイレブン、JA、 

社会福祉協議会 

  【便数】月・水・金 各５便（8:30,10:00,11:00,13:30,16:00） 

②中心部を縦断するルート 

  【停留所】郵便局、小田商店、総合支所、吉崎、ナフコ、イワちゃん、サイサイみとう、美東病院 

  【便数】３便（10:30,11:30,14:00） 

 ③中心部を縦断するとともに、学校が集まる区域から新複合施設を通り横断するルートを加える 

  【停留所】小田商店、美東病院とし、その間は自由に乗降できるようにする 

  【便数】１便（8:50） 

【その他意見】 

 ・上記ルート、便数を全て運行することが望ましいが、乗車率が低くなる可能性があるため、実際に運行す

る時には便数を再検討したほうがよい。 

 ・運行主体が地元であれば、誰が運転するかが課題となる。 

交通・買物・通院 運行する交通機関の具体案を考えました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

子ども・子育て 大田保育園の移転先について話し合いました。 

移転先の候補地は、美東センターの跡地か、新複合施設の南側の空地かの２か所に絞られる。 

ただし、現状の大田保育園の老朽化を考慮すると、少しでも早く移転・新築することを優先するべ

き。そうすると、複合施設完成後に解体される美東センター跡地よりも、すでに空地の状態となって

いる新複合施設南側のほうが、早く工事に着手できると考えられる。 

 ⇒移転先の候補地は、新複合施設南側の空地が最も適しているとの意見で一致。 

  この場所のメリット・デメリットについて話し合った。 

【メリット】 

 ・子ども・子育て機能を重視した新複合施設と隣接しており、施設を利用しやすい。 

 ・保護者の利便性が高い。（保育園と児童クラブのお迎えが同時に可能となる。） 

 ・保育園と児童クラブが協力し合ったり、連携したりしやすい。 

【デメリット】 

 ・駐車場の確保が心配。送迎に支障が生じないよう、保育園・児童クラブの送迎専用の駐車場を

整備してほしい。 

 ・児童クラブの子ども達が遊ぶグラウンドがなくなってしまう。小学校のグラウンドを借りるなどの 

対応が必要。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
美東総合支所庁舎等複合施設に関する 

第６回市民ワークショップのお知らせ 

日時：令和４年 11月 16日（水） 18：30～  

場所：美東保健福祉センター 

【問合せ先】 

美祢市総務企画部 

美東総合支所 総合窓口班 

 TEL  08396-2-5000 

 FAX  08396-2-5111 

 Mail m-sogomadoguchi@city.mine.lg.jp  

＜第６回の内容＞ 

① 交通・買物・通院部会 

② 子ども・子育て部会 

③ 施設・情報・ITC・災害部会 

上記①②③のテーマごとの部会に分かれて、話し合いを行い

ます。 

 

※新型コロナウイルス感染拡大の状況により延期にする場合があります。 

◆実施設計案について 

グループワークに先立ち、前回のワークショップでの提案を受けて設計を変更した部分等に

ついて説明を行いました。 

・図書館の「外の読書室」は削除。 

・多目的ホールの倉庫の一部を図書館の書庫として利用するため、図書カウンターの後方 

に、倉庫に入る扉を設置。これに伴い、図書カウンターの位置を移動。 

  ・市民サロンの中に、靴を脱いでくつろぐことのできる畳コーナーを設置。これに伴い、流し 

台を小さくして配置を移動させる等の微調整を行った。 

  ・既存の外部トイレを洋式に改修。 

 

 

 
【要望など】 

 主に児童クラブが利用することになる「多目的ルーム」と直接つながっているトイレが 1 つし

かない。廊下を挟んだ向こう側のトイレを使うとなると、支援員の目が行き届かなくなる。例

えば、倉庫とトイレの配置を入れ替え、下足コーナーは設置しない等の工夫により、少なくと

もトイレを２つ設置することはできないだろうか。 


